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       h1ノα＝αo｛coth（一）｝一1！2       2kT （2．2）
で与えられる．ここでαoは定数である． （2．2）式は，h1ノ《2kTとなる高温
領域では，
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    中に入れ，急冷した．
試料B：ガラス管を電気炉から空気中に取リ出し，自然冷却した．
試料C：電気炉内で8時間ほどかけて徐冷した後，ガラス管を電気炉から
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      tP・PoexP（一一）
      τ
（4．2）
τは緩和時間である．このとき，複素誘電率εはデバイの式










ε1  εo。十      1＋ω2τ2 （4．5）
4παωτN





  V2     ε1V2L＝一 ωε   一 ωtanδ  4π   2  4π （4．7）
である． ここで
    ε2tanδ  一





















         iωε    Jr＝（σ一 一 ）EoexP（iωt）         4π
と表わされ，これによる損失は
（4．10）
     4πσtanδr＝ （4．11）
εω
となる．電極の影響は誘電率の変化として表わされ9・1ω，
       ｛Zosin（nπ／2）｝ωi（・千1〕G2






                一67一
極子による緩和の検出が目的であることから，次式による解析を行なった．
       ｛Z8sin（nπ／2）｝ω・｛n川，G2ε（ω）・ε十            Co
                1＋ε（◎・）十（ε（O）一ε（◎o））


































        Eτ（T）＝τ日exP（一一）        kT （4．14）
で与えられる． ITCの電流密度Iは
    dP（t）I（t）・一一     dt （4．15）
で，時間tの関数として示される．時刻tで観測される電流I（t）は
I（t）・ Po    t dt’一 exP（一∫一）
τ       o  τ
（4．16）
となる．直線的に昇温速度γ・dT／dtで加熱したとき，この式は
I（t）・ P8    E    T        瓦一 exP（一一）exP［∫（γτo）・1exP（一 一，）d．T，］
τo       kT      T．              kT





   7Eτ（T。）T。・（   ）1／2     k （4．！8）
となる．ITCピークの低温側のすそでは，指数的に電流値が増加し、







       kT．2E＝O．976      T2－T。
（4．20）
で与えられ，またτ8は次の式で与えられる．
1         0，976’γ          0，976 Tn











       色い色をしている．
Quenched試料：試料中に存在する析出物や集合体を解離させてI－V双極
       子を増加させるために，As－gr㎝n試料を450℃で30分間焼鈍
       した後，銅ブロックの上へ置いて急冷した．この操作よリ
       試料片は透明になる．この熱処理後遺やかに測定を行なっ
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A1＋A1＋A1－A3         k3
この時の反応速度式は，添加した不純物の濃度をCoとすると，





         kl
A1＋A1＋A1－A3         k3








      k1
A1＋A1－A2      k2 …  第1段階
      k3
A2＋A1手＝：全A3      k4 …  第2段階
このモデルでは，二量体の結合エネルギーが小さいとし，一旦第一段階が平衛
になった後，3次の反応が起きる．この反応は，次の微分方程式




dC2   2一  ＝ kl C1 － k2C2 － k3Cl C2 ＋ k4C3dt （5．4）
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   O：252nm
   ▲：302nm
   △：335nm
   口：347nm
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   Aバンドの吸収ピーク位置
             単位：㎜（eV）
Na＋ K＋ Rb＋
C1一 274．O 273．0 273．O
（4，525） （4，541） （4，541）
Br． 303．9 301．9 300．O
（4，079） （4，106） （4，133）
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吸収バンド   備考












350℃付近～ 孤立したPb2＋ 320nm Aバンド
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